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イエス様の涙（ヨハネ11：35-44）
　
先週のメッセージを少し思い出していただきたいと思います。神様の答えというのは、私たちの願いがかなうことではありません。そこを修正して行かないと、いつまでたっていても伝道の祝福の場に導かれずに葛藤の中を歩くようになるしかありません。神様の答えは、私たちの願いがかなえられることではなく、イエス様がキリストとして明らかにされ崇められ、そのように宣べ伝えられるようになることが神様の答えです。そのためには、私たちの人間的な願いがつぶされる場合もあります。そういうことを正しく理解しないといけません。
今日も、そのような信仰の目で見ないとおかしいなというお話が聖書には書いてあります。もしクリスチャンの私たちが、神様の喜びが何か、神様の悲しみはいったい何なのかということを正しく理解して、自分の喜び、自分の悲しみをチェックして吟味することをチェックして吟味することができるとすれば、その人は必ず勝利の人生を歩くようになるでしょう。しかし、残念ながら、ほとんどのクリスチャンの方々が、神様の喜びと自分の喜びとがあまりにも食い違いがあるので、それでまた葛藤を覚えるようになるしかありません。自分が何で笑っているのか、何で泣いているのかということを素直に点検してみてください。私たちはつい自分が悲しいと神様も悲しまれるし、自分がうれしいことは神様もうれしく思われるだろうと勝手に思うのですが、それがそうじゃないのです。その部分をよく吟味して、私たちの喜びに神様が合わせてくれることを願うのではなくて、神様の喜び、神様の悲しみがいった良い何なのかということを理解して、自分の喜び、自分の悲しみを吟味して、それを神様に合わせていかないといけません。それが私たちにとって勝利であり幸せでもあるわけです。
ラザロが死んだ後、イエス様がそのラザロのところに来られました。そこでマルタとマリヤ、お姉さんに当たる人たちが、イエス様をお迎えし涙を流して、もう少し早く来られたら助かっただろうに。でも、いまでも来てくださって心から感謝しますという挨拶のお話をしました。そこでイエス様は、その涙を見て一緒に涙を流されました。と同時に、怒りを覚えられたと書いてあります。そこに弔問のために来ていた大勢の人々が、そのイエス様の噂をもうすでに聞いているし、イエス様の涙を見て「ほら、あのイエス様がどれほどラザロを愛されたのか。だから、愛しているものが死んでしまったので、その悲しみのゆえにあのように涙を流しているのではないのか」と皆思ってしゃべっていたのです。するとイエス様は、そのお話を聞いて、もう一回、心から憤りを覚えられて、お墓の方に行こうとおっしゃったと書いてあります。イエス様が、彼らが思っているように、普通に人々が思っているように愛している者が死んだから、その死の悲しみ、死があまりにも悲しいので涙を流されたでしょうか。私たちは、普通にそう思うのです。結論を私たちはわかっています。ラザロが死ぬことを持っていて、そのラザロを生き返らせるために来られました。もうじきラザロは生き返るようになります。ラザロが死んだことで悲しんだり、涙を流されたわけではありません。しかし、一般的に人々は、イエス様の悲しみ、神様の悲しみも私たちと同様に、そんなレベル、そんなもんだろうと思って、そういう見方をするわけです。そこを修正していかないといけません。イエス様を告白して、イエス様のために献身していたマリヤ、マルタでさえ同じレベルなのです。もう少し早く来られたら助かっただろうにと涙を流していました。イエス様は、涙を流されただけではありません。憤りを覚えられていたのです。それでお墓のところに行って、石を取り除きなさいと話したら、4日経っていて腐って臭いがするとお話しました。イエス様はそこで、「もしあなたがわたしを信じるなら、神の栄光を見るだろうと言ったでしょう」とおっしゃって、石をどけた後、「ラザロ、出てきなさい」と叫ばれたときに、4日も経っているのに、布にまかれた死体が立ち上がって生き返り、外に歩いて出てきました。それがまた噂になっていろいろな展開がありましたが、そこで私たちはなぜイエス様は涙を流されたのか、しかも憤りを覚えられながら涙を流していたのかということを、問いかけなければいけません。イエス様が、涙を流されたのは、私たちが一般的に普通に考えているように、悲しい問題のために泣いたわけではありません。イエス様は、問題のために泣かれる方ではありません。もちろん、私たちの人生には、様々な数多くの問題があります。今現在も、多くの人が精神的な様々な問題を抱えて患っています。これから21世紀は、精神的な問題、目に見えるお医者さんにお世話にならないといけないほどの症状の人が、4人に１人くらいになるそうです。それほど精神的な疾患というものは、深刻な問題として進んでいます。また、肉体的に様々な病気などの問題を患う人も少なくありません。その病の数も種類も形もどんどん変わっていく時代です。
それから、たとえ精神的にお医者さんにお世話にならなくても、何か病を抱えていなくても、家庭内で家族との関係が崩れたり、仕事場において人間関係に悩んだり、様々な人生模様が壊れていくような問題をたくさん抱えて皆が歩いています。そして、たとえそういう問題をクリアしたとしても、自分の意志や努力とまったく関係ない、災害、災難によるいろいろな問題、苦しみを抱えて、悩んでいる人も少なくありません。
このようないろいろな問題を抱えて人生を歩き、最終的には皆が死を迎えるようになります。そして、ある意味、問題の中の問題が死ではないでしょうか。一番大きな問題、一番どうしようもない問題が死と言ってもおかしくないのではないでしょうか。今日ラザロが死んでしまいました。死の問題の前で、人間の風景などが今日の聖書には書かれています。もしその死の問題が問題でなければ、他にどんな問題があろうが問題ではないでしょう。人々は、誰一人例外なく、死の問題を抱えて、それに捕らわれて、ある意味、その死の恐怖につながれて奴隷として人生を生きるようになるしかありません。このような数多くの問題を抱えて、人々は人生を歩いています。ここまでは皆が正しい内容をわかっていないけれども、見て一緒に議論して一緒に悩む問題です。しかし、だれも知らない問題があるわけです。このようなすべての問題の背後に、問題の根本というものがあります。なぜこのような問題、トラブルを抱えて、人々は悩むようになってしまったのか、人々はまったく知らない、気づいていない本当の問題と言うのがあるわけです。その問題は、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、神様と一緒にいるべき人間が、その神様に罪を犯して、神を離れることになり、神様とのすべての関係が遮断され、断絶されてしまったというのが、実は本当の問題です。精神的な疾患はものすごく辛いでしょうけれども、それが問題だと思っている限りは、その問題から自由になることはできません。その問題が、本当は神様を離れて、神様と遮断されてしまったゆえに生じた問題です。そして、その神を離れてしまったというのは、何を意味するかと言いますと、認めたくないでしょうけれども、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者である。悪魔を父と呼ぶような存在に変わってしまったというのが、神様を離れてしまったということです。これが本当の問題です。病気が問題ではなくて、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者である、悪魔、サタンに支配され、悪魔、サタンの奴隷という存在になってしまいました。ここが問題です。

その結果、エペソ2：3、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる。どういう意味なのでしょうか。生まれながら滅びるしかない運命を抱えて生まれて、その滅びの運命の中を歩くような存在になってしまいました。だから、精神的な問題も、家庭が壊れることも、自分で自分をコントロールすることができない様々な問題などを患うようになるしかないのです。どうにもならないこういう問題を根本の方に抱えています。ですから、人生の問題の解決、まことの問題の解決というのは、私たちが今まで考えていたものではなくて、神様にしかできないし、神様がその問題の解決のためにキリストを約束されたのです。神は愛ですから。つまり、人生のまことの問題の解決は、キリストによってのみ可能なのです。キリストにのみ、その問題の解決があります。キリストは、油注がれたものという意味がありますが、それはどういう意味なのかと言いますと、神様を離れた人々が、また神様に戻って一緒になるための神様と出会う道という意味を持つ、まことの預言者という意味があります。また、キリストというのは、私たちを捕えて偽物の王になって奴隷にしている、結局、滅ぼして殺して地獄まで連れて行く悪魔の頭を踏み砕いて勝利できたまことの王様という意味がキリストという言葉の中にあります。そして、滅びるしかない運命を完璧にクリアできたという意味があって、それがまことの祭司という意味があるのです。だから、キリストだけがまことの問題の解決であり、そして、キリストだけというのは、キリストによってすべての問題を解決するということです。これがまことの問題の解決なのです。どこかで９０％ぐらい解決して、１０％は別の方法でやるというのでは、人生の問題の解決にはなりません。キリストだけです。Onlyキリストの他には希望がありません。そのキリストによってすべての問題がいっぺんに永遠に解決できるようになるということです。神様はそれを約束されました。そして、幸いなことに、これが喜びの知らせであり、これをグッドニュース、ゴスペルと言いますが、そのキリストが実際に、すべての問題を解決して、私たちの問題をまことに解決するためにこの世に来られて、それを全うされるわけです。その方の名前がイエス様です。イエス様がキリストだというのは、唯一の問題の解決、希望であるキリストが、実は世に来られてもうすべてを成し遂げられたという告白です。イエス様がそのキリストです。イエス様は、処女マリヤから生まれてキリストという証しとして、様々なしるしを現したり、メッセージを語ったり、今日の聖書に書いてあるように、死んだ人を生き返らせたり、そういうようなしるしを現すようになりました。最終的には、十字架にかけられて、すべてをになって、私たちの問題を完璧に解決され、その証拠として３日目に死の力を打ち破ってよみがえられました。すべてを完了したと宣言されました。そして、神様に受け入れられて、天の御座に座っていらっしゃる方です。イエス様がキリストです。ここまでが大切なのです。とすると、そのイエス様の前では、もはや問題は問題ではないのではないでしょうか。イエス様がいらっしゃらないから問題であって、また、イエス様がキリストだということがわかっていないから、それが見えてこないから、それが中々、信じられないから問題であって、たとえ問題中の問題、最高の問題、死の問題でさえイエス様の前ではもはや問題ではないわけです。ですから、イエス様の涙は問題のために、ラザロが死んだから悲しいので涙を流されたわけではありません。勘違いしないでください。イエス様の涙を正しく理解するといのうは、とても大切です。ですから、この福音のお話を冷静に考えてみると、イエス様が泣かれて涙されたというのは、イエス様のことを知らないから涙を流されるわけです。私たちと同じレベルで痛いから涙を流されたり、悲しいから涙を流したり、大変なことがあるから涙を流したりする方ではありません。なぜなら、イエス様はキリストだからです。すべての問題を解決するために来られて、死でさえ、地獄の運命でさえ、すべて解決された方なので、私たちが勝手に考えているように、問題のために悲しまれる方ではありません。その問題の前で、イエス様を失うから悲しむのです。その悲しみは悲しみを超えて怒りになるのです。死んだことが悲しいのではなく、死の力に圧倒されてイエス様が見えないことに対して怒りを覚えられ涙を流されました。それがイエス様の涙なのです。皆さんが癌にかかってイエス様が涙を流されることなどは一度もありません。家族の誰かが死んだなら私たちは悲しいでしょうけれども、イエス様はちっとも悲しくありません。その部分を正しく修正して行かないと、いつまで経ってもサタンにだまされます。皆さんは過去がどうであろうが、今現在、どんな悲しい現実におかれていようが、イエス様には一切問題でもないし、悲しみでもありません。同情してもらおうとしないように。なぜでしょうか。イエス様はキリストだから、そのイエス様が皆さんと一緒にいらっしゃるのだからです。イエス様が今悲しんでいるのは、死の問題の前で、皆が死の力に圧倒されて悲しんでいること、普通でしょうけれども、イエス様がそこに来ていらっしゃるのにもかかわらず、その悲しみが終わらずにずっと続いていることを見て怒りを覚えられて、「何をしているのか。なぜ私が見えないのか」とおっしゃっています。マリヤは、「イエス様はキリストです」と言っていました。でも、実際には死の力に悲しみに圧倒されて、それが見えないのです。そこがイエス様の悲しみなのです。イエス様は、イエス様を知らないことのために、あるいは忘れることのために泣かれる方なのです。勘違いしないようにしましょう。
なぜ、イエス様を知らないで、また、イエス様を忘れるようになるのでしょうか。今まで申し上げましたように、問題にくらまされて、問題に隠れているのです。たとえば、紅海が目の前にあったとき、その問題に圧倒されて羊の地によってエジプトから助かった存在なのに、イエス様がキリストだということが見えないのです。そうすると、大騒ぎなのです。荒野を歩くとき、食べ物に困って、飲み物に困って、生活に困って、環境の問題にぶつかったときに、その問題に圧倒されることによって、みな不平不満、つぶやき、わーと泣きました。その瞬間、それに隠れていてイエス様が見えないのです。だから、神様は、彼らの行動を見て、お腹がすいて騒いでいるのに、私たちが常識的に考えると、飲み物がなくてのどが渇いて騒いでいるのは普通ではないかと思うでしょうけれど、神様は怒りを覚えられて、皆砂漠で殺してしまいました。なぜなら、それが単なる騒ぎではありません。イエス様を忘れるのです。イエス様を忘れることは、キリストを忘れること、それはもう終わりなのです。だから、死んでも、飢え死になることになって、イエス様を忘れてはいけません。私が癌にかかるより、イエス様を忘れることを悲しまなければいけません。エリコ城が目の前にありました。大きな人生の壁が立ちはだからようになりました。そのエリコ城に圧倒されることによって、わーわー泣きながら騒いでいました。それで40年間、またエリコ城に入ることは延期されて、40年の間に泣いていたものは、皆殺されるようになりました。神様の怒りです。神様の悲しみなのです。イエスの血によって、エジプトの奴隷から救い出したのに、さっぱり忘れたわけです。問題の前で。もう一つは、感情に捕らわれて、イエス様のことを忘れる場合があります。何かのことを根に持って、恨みつらみを抱えていると、「もうそれは絶対に許せないよ。それは絶対に納得いかない。ありえません」という気持ちをずっと持っている限りは、実は、理論的にはイエス様、イエス様と言いながらも、もうイエス様がキリストであるということがどこかに飛んで行ってしまうのです。それを見てイエス様は悲しむのです。自分の過去の様々なこと、親に対して、家族に対して、友達に対して、いじめた人間に対して、恨みつらみなどをもって許せない、納得いかない、ありえないというような感情を抱えていると、それに捕らわれて、イエス様が見えなくなります。特に、傷を抱えている場合です。傷というのは、周りの人間は悪いもの、自分はだめな人間と決めつけるようにしてしまう感情が傷なのです。辛いことがあったでしょう、大変なことがあったでしょうけれども、それが傷として残っている限りは、その傷という感情に捕らわれて、イエス様が見えなくなります。今のクリスチャンの信徒の皆さんに申し上げると、メッセージが実は自分のものにならないのです。聞こえてきても。同じことです。
それから、もう一つ申し上げると、欲という感情があります。いろいろな背景があって,欲に走るようになるでしょうが、そうすると、イエス様、イエス様と言いながらもキリストとしては見えないのです。イエス様は、自分の欲のための、願いのための道具にしか見えないのです。もはやそれはイエス様が見えないことです。今日、死の力に圧倒されて、イエス様を目の前にいらっしゃるのに見ることができなかったことに対して、悲しんで涙を流されて怒りを覚えられたことをよく覚えて思い出してください。私たちの前でもそのようにされるかもしれません。結局、なぜイエス様はそれほど憤りを覚えられて、涙を流されたのか。問題に隠れて、感情に捕らわれてというのが、実はその裏でこの問題や感情を利用して、暗やみの勢力がその人を捕えているからです。人々が、イエス様がいらっしゃるのにもかかわらず、死の力に圧倒されて、悲しみに捕らわれている様子を見て、暗やみの力に捕らわれてアップアップしている姿を見て、イエス様は悲しんで涙を流されたのです。死そのものは、ちっとも問題ではありません。皆さんの涙は、いったい何でしょうか。Ⅱコリント4：4、誘い込む霊が、キリストの栄光の光が輝かないように思いをくらませると書いてあります。ヨハネ6：60には、五つのパンと二匹の魚で五千人以上食べさせて、皆奇跡を見てイエス様に従って行きました。でも、彼らは、奇跡は見たのですが、イエスがキリストだということは見たことがないのです。それでイエス様がキリストだよとお話ししたら難しいなと皆帰ってしまいました。そのように裏で暗やみの勢力が、イエス様の奇跡を見たのにもかかわらず、病気が治ったのにもかかわらず、金持ちになったのにもかかわらず、イエス様がキリストだということを見ることができないように邪魔するのです。エペソ6：11、この悪魔は策略を用いると言われています。その策略は何でしょうか。問題をとおして、感情をとおして、とにかくイエス様がキリストだということ、唯一の解答であり、すべての問題の解決者であるということが見えないように策略を用います。エペソ4：26-27を見ると、もし怒りを覚えて喧嘩をしたことがあっても一日を越えないように。それはサタンに隙を与えてはいけませんという意味です。サタンは隙を狙うわけです。それで結局、イエス様が見えないように、イエス様のことを忘れるようにします。Ⅰペテロ5：8、吠えたける獅子のように食い尽くすべきものを探し回っています。だから、心と思いを食い尽くしてしまって、まったくイエス様のことが見えないのです。問題に捕らわれて、感情に縛られて、そういう様子を見て、イエス様は涙を流していらっしゃいました。イエス様の涙は、私たちが考えているようなものではありません。そこに私たちの喜び、悲しみを合わせていかないといけません。

結論は、こういうことです。神様のテーマは、先週も申し上げましたように、問題がどうのこうのではなくて、イエス・キリストが神様のテーマです。ですから、私たちの涙のテーマ、涙のポイントを変えましょう。今までは、問題が涙のポイントでした。しかし、これからは、問題から移動して、涙のポイントをイエスがキリストですという信仰告白を逃してしまうことにおかないといけません。イエス・キリストを逃してしまうことが、私たちの悲しみでないといけません。すべてが与えられたとしても、その与えられたことによって、イエス様への信仰告白が奪われるのであれば、それは悲しみなのです。でも、ヨブのように全部奪われても、イエス様への信仰告白、イエス様はキリストですという告白がさらに固いものになるのであれば、それは喜びなのです。問題が、どちらに転ぶかが私たちの喜び、悲しみのテーマではなくて、信仰告白です。しっかりと心に刻み込んでいただきたいと思います。ですから、これからは信仰告白に徹底していきましょう。なにがあっても真っ先に優先して信仰告白しましょう。イエスはキリストなのです。それから、何かがあるたびに、その度、その度、信仰告白に立つようにしましょう。時ごとに。
それから、最後にもう一つは、わざと時間をとって、この信仰告白を徹底的に繰り返す、その中に集中して深く入っていくようにしましょう、わざと時間をとって、優先にして、また時ごとに。そうすると、これは単なる信仰告白ではありません。イエス様が怒りを覚えられたということを、ぜひ参考にしていただきたいと思います。これは霊的な戦いです。そして、皆さんが涙のテーマを問題から信仰告白に移して、何が何でも信仰告白に徹底的にというようになると、サタンがやることがなくなります。皆さん、ぜひサタンを暇にしてあげましょう。何かやろうとしても通じないのだから、サタンが休暇をとるようになります。休みをとるようになります。皆さん次第です。サタンがものすごく喜んで活発に動くか、あるいは無気力になって暇で暇でしょうがなくて休暇を過ごすかは皆さん次第です。でも、私たちにはそういうことができる権限があります。涙のテーマさえ変わればいいのです。もちろん人間なので、創世記3章の中で生きて着たものなので、私とは全く関係ないテレビの場面を見ていても涙がボロボロ出ます。それに文句を言ってはいけません。それは仕方がありません。でも、それに私は全く影響を受けることなどありません。ただエンターティメントで終わりです。実際、自分の涙は、問題やそういうところでは流さないことにしました。
最後に、昔のことですが、ある方が病気にかかっていて亡くなりました。周りの人は、今まで平気なように見えていたのですが、亡くなった途端にそこに行ってみたら、もう崩れて大声で泣きながら「なぜあなたが死ぬの」と泣いているからびっくりしました。今までの平気のような様子は何だったのだろうと思いました。その瞬間、これは暗闇の力なのだねと思いました。なぜなら、死んだのはもちろん悲しいでしょうけれども、信仰のあるものは、その瞬間、イエスがキリストだという信仰告白によって死を越えられないといけないのに、死の力に圧倒されて、イエス様が今現在はいないのです。だから、暗やみの力はそのままほっておかないのです。それで周りの信徒さんにこういうことなので、そういう意味合いをもって皆で祈りましょうと祈ったら、翌日、人ががらりと変わって、笑みをもって葬儀を終えました。私たちはついつい、先週も申し上げましたように、普通に一般的に常識的に、また人情から見たときに、こうなるしかないのではないの、こうじゃないのと思うのですが、聖書を見ると全くそれと関係ないのです。皆さんが泣いているから、イエス様も泣いているわけではありません。不信仰のゆえに、イエス様が泣いていらっしゃるのです。問題は、もはや問題ではありません。イエス様を忘れることが問題です。イエスはすべての問題の解決、死の力でさえ打ち破って勝利なさったキリストですから。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。イエス様の涙を正しく理解して、私たちの涙をチェックしながら、自分の涙の住所、ポイントを、しっかりと変えて、信仰告白に徹底するようにひとりひとりを祝福してください。それで霊的な戦いに勝利して、目には見えないけれども私たちを惑わそうとしているサタンが暇になるように、私たちの足元に屈服することをひとりひとりが体験するように、歯を食いしばってでも信仰告白に立つことができるように、そこに約束の聖霊の豊かな力が与えられることを心からお祈ります。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
1

